
 

 

長崎県知事賞 

魅力ある経営体部門 経営強化の部 

 

１．取り組みの概要 

 ①初好氏は、高校卒業後すぐに父親の刺網漁業に従事し、平成９年に独立後、独学で漁具

や漁法の改良を行うとともに現在の主力漁業であるイサキ一本釣りを開始。近場にイサ

キ漁場を開拓することで燃料費等を抑えた効率的な操業体制を構築し、平成 28 年から

は弥生氏とともに操業を開始して安定した経営を確立している。 

 ②漁獲物は、即殺から血抜き、神経抜き、冷込み等の適切な処理を行うことで単価向上を

実現しており、平成 27 年度からは「五島〆研究会」の発足メンバーとして技術向上・

普及に努めている。 

 

２．受賞理由 

 ①近海域での漁場開拓による経費節減や安定した水揚げ、漁獲物の徹底した鮮度保持処理

による単価向上等により、夫婦二人での効率的かつ収益性の高い経営を実現しており、

地域の漁業経営の優良事例として高く評価された。 

 ②鮮度処理の技術・知識が認められ、平成 29 年に「五島〆の匠」に認定されており、地

域での鮮度保持技術の講習会で講師を務めるなど、自らの取組を積極的に地域へ普及さ

せ、五島市全体の鮮魚の価値向上と漁業者の所得向上に貢献している。 
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主な取組：イサキ一本釣りを中心とした漁

業経営の安定 


